
平成３１年１月２５日 おくたま ふくし Ｎｏ．２０１( １ )

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

日
頃
よ
り
、
社
会
福
祉
協
議
会
の
事
業
に
、
ご
理
解
と
ご
協

力
を
賜
り
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

昨
年
は
、
災
害
の
多
い
一
年
で
し
た
が
、
「
平
成
」
か
ら
新

し
い
元
号
に
変
わ
る
今
年
こ
そ
は
災
害
の
な
い
平
穏
な
年
に
な

り
ま
す
よ
う
、
役
職
員
一
同
祈
念
い
た
し
ま
す
。
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【年４回発行】

去
る
10
月
20
日
（
土
）
、
福
祉
会
館
に

お
い
て
、
第
46
回
福
祉
大
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
多
く
の
住
民
の
方
々
に

社
会
福
祉
の
啓
発
と
、
福
祉
事
業
へ
の
ご

理
解
を
よ
り
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
に
、

社
会
福
祉
協
議
会
の
主
催
で
、
毎
年
開
催

し
て
い
ま
す
。

当
日
は
、
奥
多
摩
町
長
、
町
議
会
議
長
、

自
治
会
連
合
会
長
を
は
じ
め
、
多
く
の
ご

来
賓
の
方
々
に
出
席
し
て
い
た
だ
き
、
盛

大
に
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

第
１
部
の
式
典
で
は
、
高
額
な
ご
厚
志

を
寄
せ
ら
れ
た
方
々
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

方
々
に
、
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
平
成
30
年
中
に
結
婚
50
年
の
金

婚
を
迎
え
ら
れ
た
22
組
の
ご
夫
妻
に
記
念

品
を
贈
呈
し
、
お
祝
い
す
る
と
と
も
に
、

式
典
開
始
前
に
会
食
会
を
開
き
、
苦
楽
を

共
に
過
ご
し
た
50
年
間
の
思
い
出
話
に
花

を
咲
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

第
２
部
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、

「
曲
芸

江
戸
太
神
楽
」

仙
若
さ
ん
、

「
お
笑
い
も
の
ま
ね
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
」

あ
っ
ち
幾
三
さ
ん
、
に
出
演
し
て
い
た
だ

き
、
笑
い
の
絶
え
な
い
楽
し
い
会
と
な
り

ま
し
た
。

↑被表彰者、金婚者、来賓、社協役員との記念撮影
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《
感
謝
状
贈
呈
》

（
順
不
同
）

◎
高
額
寄
付
者
（
11
名
・
2
団
体
）

奥
平

喬

様

（
中

山
）

（
故
）
小
川

達
雄

様
（
海

沢
）

細
谷

更
次

様
（

境

）

小
峰

一
郎

様
（
大
氷
川
）

西
東
京
農
業
協
同
組
合

様
（
青
梅
市
）

片
倉

和
彦

様
（
南
氷
川
）

金
子

敦

様
（
長

畑
）

福
田

憲
治

様
（
川

井
）

（
有
）
三
共
堂
薬
局

様
（
南
氷
川
）

榎
戸

功

様
（
小
丹
波
）

三
田

信
一

様
（
棚

沢
）

新

絹
美
江

様
（
海

沢
）

髙
橋

雄
二

様
（
常

磐
）

◎
継
続
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
４
名
）

栃
久
保
マ
マ
さ
ん
ク
ラ
ブ

増
田

朝
子

様
（
栃
久
保
）

奥
多
摩
指
圧
奉
仕
会

市
倉

澄
代

様
（
川

井
）

タ
ン
ポ
ポ
の
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

原
島

福
枝

様
（
川

井
）

配
食
サ
ー
ビ
ス
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

竹
内

和
男

様
（
川

井
）

↑表彰を受ける竹内和男さん（右）↑金婚のお祝いを受ける後藤長弘さん、玲子さんご夫妻

《
金
婚
を
迎
え
ら
れ
た
ご
夫
妻

22
組
》

（
順
不
同
）

白
井

政
義

・

貴
美
子

様
（
大
丹
波
）

榎
戸

一

・

通
佳
伃

様
（
大
丹
波
）

原
島

進

・

節

子

様
（
丹
三
郎
）

原
島

勝

・

ヒ
デ
子

様
（
小
丹
波
）

柴
田

忠
良

・

洋

子

様
（
小
丹
波
）

新
島

曻

・

髙

子

様
（
小
丹
波
）

小
澤

勝
治

・

ヨ
シ
子

様
（
小
丹
波
）

加
藤

富
男

・

勝

代

様
（
棚

沢
）

清
水

文
雄

・

一

子

様
（
棚

沢
）

奥
富

政

・

マ
サ
子

様
（
棚

沢
）

福
島

康
行

・

秀

美

様
（
棚

沢
）

清
水

福
平

・

典

子

様
（
棚

沢
）

橋
本

正
次

・

ユ
キ
子

様
（
白

丸
）

小
峰

洋
治

・

百
合
子

様
（
大
氷
川
）

村
木
膳
太
郎

・

京

子

様
（
常

磐
）

渡
邊

海
藏

・

文

子

様
（
常

磐
）

後
藤

長
弘

・

玲

子

様
（
長

畑
）

杉
山

政
夫

・

厚

子

様
（
長

畑
）

浅
見

春
男

・

セ
イ
子

様
（
長

畑
）

栃
元

茂

・

房

子

様
（
栃
久
保
）

小
林

亨

・

よ
し
江

様
（
日

原
）

細
谷

更
次
・

春

枝

様
（

境

）
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去
る
12
月
14
日
に
、
一
般
社
団
法
人
青
梅
青
年
会

議
所
と
奥
多
摩
町
社
会
福
祉
協
議
会
の
間
で
、
災
害

時
相
互
協
力
協
定
を
締
結
い
た
し
ま
し
た
。

青
梅
青
年
会
議
所
で
は
管
内
に
あ
る
青
梅
市
社
会

福
祉
協
議
会
と
す
で
に
協
定
を
結
ん
で
お
り
、
今
回
、

同
じ
管
内
で
あ
る
奥
多
摩
町
社
会
福
祉
協
議
会
と
協

定
を
結
び
ま
し
た
。

協
定
の
内
容
は
、
災
害
時
に
お
け
る
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
設
置
・
運
営
の
協
力
に
留
ま
ら
ず
、

平
時
に
お
け
る
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
マ
ニ
ュ

ア
ル
の
共
有
や
セ
ン
タ
ー
立
上
げ
訓
練
等
に
相
互
で

協
力
す
る
こ
と
を
定
め
た
も
の
で
す
。

近
年
、
全
国
的
に
も
多
く
の
災
害
が
発
生
し
て
お

り
ま
す
が
、
奥
多
摩
町
に
お
い
て
は
、
奥
多
摩
町
地

域
防
災
計
画
に
お
い
て
、
震
災
、
風
水
害
、
大
規
模

事
故
対
策
等
が
想
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

災
害
時
に
は
、
奥
多
摩
町
と
奥
多
摩
町
社
会
福
祉

協
議
会
が
連
携
し
、
奥
多
摩
町
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
を
開
設
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、

ま
た
、
こ
の
計
画
に
基
づ
き
平
成
20
年
4
月
に
奥
多

摩
町
と
奥
多
摩
町
社
会
福
祉
協
議
会
と
の
間
で
「
災

害
時
に
お
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
関
す
る
協
定
」

を
締
結
し
て
お
り
、
こ
の
協
定
に
基
づ
き
、
平
成
26

年
2
月
の
豪
雪
の
際
に
は
、
奥
多
摩
町
の
依
頼
に
よ

り
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
、
生
活

道
路
の
除
雪
等
を
行
う
た
め
２
日
間
で
延
118
名
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
派
遣
し
た
実
績
が
あ
り
ま
す
。

今
回
の
災
害
時
相
互
協
力
協
定
の
締
結
に
よ
っ
て
、

災
害
時
に
奥
多
摩
町
社
会
福
祉
協
議
会
と
青
梅
青
年

会
議
所
が
相
互
に
協
力
し
、
効
率
的
・
効
果
的
に
災

害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
の
被
災
者
支
援
を
行
う

こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
。

↑第２部アトラクションの江戸太神楽「仙若」さん（写真右）と
お笑いものまねバラエティー「あっち幾三」さん（写真左）

↑
写
真
下
段
青
梅
青
年
会
議
所
理
事
長
宮
崎
太
朗
氏
（
左
か
ら
二

人
目
）
と
社
会
福
祉
協
議
会
小
澤
会
長
（
右
か
ら
二
人
目
）
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毎
年
実
施
し
て
お
り
ま
す
歳
末
た
す
け
あ
い
・
地
域
福
祉
募
金
運
動
に
つ
き
ま
し
て
は
、
町
民

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ
り
、
多
額
の
募
金
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

自
治
会
を
は
じ
め
、
会
社
・
商
店
・
事
業
所
・
職
場
の
グ
ル
ー
プ
・
各
種
団
体
等
、
多
数
の
方
々

か
ら
募
金
を
い
た
だ
き
ま
し
た

。
こ
こ
に
ご
報
告
い
た
し
ま
す
と
と
も
に
、
心
よ
り
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

１．自治会を通じての募金

自治会名 件 数 募金額（円） 自治会名 件 数 募金額（円）

川 井 132 126,600 栃久保 85 102,000

大丹波 105 77,300 大 沢 15 9,500

梅 沢 42 45,600 日 原 36 57,000

丹三郎 62 64,000 海 沢 106 100,457

小丹波 263 319,300 境 40 33,500

棚 沢 155 129,452 中 山 24 39,600

白 丸 43 39,000 原 20 27,500

大氷川 120 139,260 川 野 13 12,500

常 磐 73 81,500 留 浦 8 20,000

長 畑 59 50,300 峰 谷 30 41,500

南氷川 60 86,000 合 計 1,491 1,601,869

２．社会福祉協議会窓口扱いの募金

区 分 件 数 金 額（円）

事業所・団体 43 ５３２，１００

個 人 14 １１０，０００

奥 多 摩 町 １ ３０１，０００

合 計 ５８ ９４３，１００

五
、
〇
〇
〇
円
以
上
の
募
金

順
不
同
・
敬
称
略

■
川

井

中
村

猛

福
田
ノ
ブ
子

師
岡

智

澤
本

久

河
村
恵
美
子

大
野
設
備
工
業
所

由
美
之
会

■
大
丹
波

須
崎
洋
司

竹
島
勝
男

㈲
獅
子
口
屋

■
梅

沢

相
田

健

㈲
師
岡
建
材

■
丹
三
郎

澤
本
和
容

佐
久
間
砂
由
利

㈲
河
村
オ
ー
ト
サ
ー
ビ
ス

㈲
一
心
亭

シ
ル
バ
ー
コ
ー
ト
丹
三
郎

水
墨
画
墨
彩
会

点
字
サ
ー
ク
ル
て
ん
点

■
小
丹
波

安
藤
み
さ
子

柴
田
昌
司

村
木
順
一

師
岡
さ
と
子

原
島
昭
和

石
田
充
法

宮
田
国
男

坂
本
秀
隆

佐
久
間
建
設
㈱

丹
叟
院

小
山
建
設

㈱
昭
和
石
材
工
業
所

朝
日
運
輸
㈲

㈱
一
栄
住
設

古
里
保
育
園
職
員
一
同

平成３1年１月１０日現在

平
成
31
年
１
月
10
日
現
在

募金合計 １， ５４９件 ２， ５４ ４ ， ９ ６ ９円
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■
栃
久
保

村
木
洋
一

宇
佐
美
隆
子

㈲
井
上
土
建

観
光
荘

河
村
工
務
店

コ
ー
ル
や
ま
ぶ
き

コ
ス
モ
ス
の
会

奥
多
摩
指
圧
奉
仕
会

栃
久
保
マ
マ
さ
ん
ク
ラ
ブ

■
大

沢

大
野
京
子

■
日

原

大
舘

さ
ち
子

坂
本
多
紀
子

一
石
山
神
社

日
原
保
勝
会

■
南
氷
川

川
辺
慶
之
助

片
倉
和
彦

㈱
佐
藤
商
店

㈲
三
共
堂
薬
局

㈲
若
松
屋

荒
澤
屋
旅
館

南
氷
川
食
糧
販
売
所

㈲
森
田
屋

氷
川
保
育
園
職
員
一
同

原
新

奥
多
摩
手
話
サ
ー
ク
ル
も
み
じ

匿
名
１
件

■
常

磐

㈲
井
登
屋
商
店

㈲
小
作
商
店

㈲
塩
野
産
業

琴
清
苑
職
員
親
和
会

一
般
財
団
法
人
氷
川
保
善
会

■
境坂

本
房
雄

山
染
紡

■
中

山

奥
平

喬

望
田

豊

■
原の

ん
き
や

奥
多
摩
な
つ
め
ろ
会

匿
名
1
件

■
棚

沢

若
林
み
よ

原
島

勇

清
水
典
子

原
島
政
子

棚
沢
興
業
㈱

㈱
勝
山
設
備
工
業

清
水
土
木
建
設
㈱

㈱
大
橋
組

奥
多
摩
町
民
舞
謡
連
盟

■
白

丸

森
谷
英
雄

大
澤
健
男

㈲
正
次
興
業

グ
リ
ー
ン
ウ
ッ
ド
奥
多
摩
職
員
互
助
会

■
海

沢

佐
藤
義
雄

山
下
更
正

㈲
大
澤
工
業
所

双
葉
会
診
療
所

寿
楽
荘
職
員
一
同

双
葉
会
診
療
所
職
員
一
同

東
京
多
摩
学
園
職
員
一
同

岳
心
流
吟
詠
氷
川
教
室

■
長

畑

杉
山

初

原
島

肇

㈱
山
城
屋

■
大
氷
川

大
野

尚

宇
佐
美
健
治

ギ
ャ
ラ
リ
ー
Ｓ
Ｕ
Ｚ
Ｕ
Ｋ
Ｉ

天
益

㈲
鈴
木
電
気
商
会

㈲
和
井
田
商
会

た
か
は
し
歯
科
医
院

荒
井
印
刷
所

杉
浦
建
設

清
水
建
築

大
氷
川
食
糧
販
売
所

伸
光
印
刷
所

㈲
長
田
工
務
店

幸
楽

氷
川
サ
ー
ビ
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

奥
多
摩
町

奥
多
摩
町
職
員
組
合

奥
多
摩
町
課
長
会

奥
多
摩
町
係
長
会

■
川

野

酒
井
ま
り
子

■
留

浦

島
崎
軍
治

㈲
た
ち
ば
な
興
業

■
峰

谷

河
村
昉
可

奥
多
摩
ヨ
ー
ガ
教
室

募
金
の
配
分
は
、
民
生
委
員
さ
ん
と
自
治
会
長
さ
ん
が
協
議
を

し
て
対
象
世
帯
を
調
査
し
、
そ
の
調
査
に
基
づ
き
、
平
成
30
年
12

月
19
日
に
福
祉
会
館
で
行
い
ま
し
た
配
分
委
員
会
（
町
長
、
町
議

会
議
長
、
自
治
会
連
合
会
長
、
社
会
福
祉
委
員
［
民
生
委
員
23
名
］
、

社
協
正
副
会
長
、
社
協
理
事
［
１
名
］
、
福
祉
保
健
課
長
）
で
次

の
よ
う
に
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
地
域
福
祉
活
動
費
は
、
共
同
募
金
会
へ
納
入
し
、
次
年
度
、
社
会

福
祉
協
議
会
へ
配
分
さ
れ
、
地
域
福
祉
事
業
の
た
め
に
活
用
さ
れ
ま
す
。

<内容及び金額>
平成31年 1月 10日現在

◎配分金
○援助を必要とするご家庭

２３世帯（４４名）へ
５４５，０００円

○災害見舞金
１件 １００，０００円

◎事務費
郵券代、チラシ代等

６１，２９６円

◎平成３１年度地域福祉活動費
福祉機器貸出事業、ボランティア事業等

１，８３８，６７３円

募

金

の

配

分

先

の

決

定



平成３１年１月２５日 おくたま ふくし Ｎｏ．２０１( ６ )

月 日 金 額 ご 主 旨 等 住 所 氏 名

8月31日 530円 福祉のために 匿 名

9月18日 6,000円 自家製豆板醤の売上を 境945 望田千恵子

10月 2日 10,000円 福祉のために 氷川1214 渡邊海蔵

10月 3日 286,500円
第21回奥多摩町民チャリティー
ゴルフ大会収益を福祉のために

奥多摩町チャリティー
ゴルフ実行委員会

10月10日 17,308円 福祉のために 棚沢777-1 清水土木建設㈱

10月22日 50,000円 福祉のために 日原885 小林 亨

10月29日 2,800円
自宅で採れたキウイフルーツの
売上を

海沢844 牧野立治

10月29日 1,600円 自宅で採れた食用菊の売上を 匿 名

10月29日 26,704円
ふれあいまつりチャリティー歌
謡祭での募金を

奥多摩なつめろ会

10月31日 21,000円
文化芸術展チャリティー売上を
福祉のために

奥多摩町文化団体連盟

11月 7日 50,000円 福祉のために 小丹波418-2 柴田忠良

11月 7日 50,000円 福祉のために 氷川304 小峰洋治

11月 9日 30,000円 ベッド借用のお礼として 氷川1225 小林義夫

11月13日 10,000円 福祉のために
奥多摩手話サークルも
みじ

11月14日 10,000円 福祉のために 海沢822-6 長谷見二千枝

11月14日 5,000円 福祉のために 朋友会海沢書道教室

11月16日 50,000円 叙勲を記念して 小丹波206-4 黒澤悦雄

11月16日 439円 福祉のために 匿 名

12月 3日 10,000円 福祉のため 大丹波21-4 須﨑カツ

12月 5日 10,000円 車イス借用の御礼 匿 名

12月12日 17,001円 小銭を貯めて福祉のために 栃久保ママさんクラブ

12月18日 100,000円
亡御令室、安代様の生前謝意と
して

海沢59-3 牧野博行

12月25日 100,000円 福祉のために 氷川1445-2 片倉和彦

～平成３１年１月１１日 ( 敬称略 )



平成３１年１月２５日 おくたま ふくし Ｎｏ．２０１( ７ )

月 日 金 額 ご 主 旨 等 住 所 氏 名

12月25日 30,000円 ベッド借用のお礼 匿 名

12月25日 2,882円 小銭を貯めて福祉のために 匿 名

12月25日 5,000円 福祉のために 匿 名

1月 4日 100,000円
亡御尊父、慶蔵様の生前謝意と
して

氷川679-7 原島 肇

月 日 品 物・数 量 住 所 氏 名

10月16日 未使用切手4,133円分 丹三郎276 澤本安弘

11月14日 ゆず190個 棚沢14-1 山宮美一

11月27日 ゆず128個 海沢844 牧野立治

12月13日 ゆず約200個 川井394 福田正子

平
成
30
年
７
月
豪
雨
災
害
な
ら
び
に
北
海

道
胆
振
東
部
地
震
へ
の
災
害
義
援
金
活
動
に

ご
支
援
・
ご
協
力
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

町
で
の
募
金
活
動
は
12
月
19
日
を
も
ち
ま

し
て
受
付
を
終
了
し
、
東
京
都
町
村
会
か
ら

各
被
災
地
へ
送
金
さ
れ
ま
し
た
。

【
募
金
総
額
】

①
平
成
30
年
7
月
豪
雨
災
害
義
援
金

99
万
４
４
９
０
円

②
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
義
援
金

43
万
２
７
９
１
円

皆
さ
ま
の
多
大
な
る
ご
協
力
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

災
害
義
援
金
活
動
へ
の
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

去
る
平
成
30
年
10
月
28
日
に
奥
多
摩
町
総
合
運
動
公

園
に
て
「
第
33
回
奥
多
摩
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
」
が
開
催

さ
れ
、
奥
多
摩
な
つ
め
ろ
会
に
よ
る
「
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

歌
謡
祭
」
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
も
会
場
で
集
ま
っ
た
募
金
２
６
，
７
０
４
円
を

社
会
福
祉
協
議
会
へ
ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。

い
た
だ
い
た
寄
付
金
は
、
町
内
の
地
域
福
祉
事
業
に

活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

↑チャリティー歌謡祭にて募金を呼びかける

なつめろ会濱野芳男氏（右）と小澤会長（左）



平成３１年１月２５日 おくたま ふくし Ｎｏ．２０１( ８ )

第２１回奥多摩町民チャリティーゴルフ大会

（同実行委員会主催）が、去る１０月３日に飯

能くすの樹カントリークラブにおいて開催され、

１４２名が参加しました。

今大会から、チャリティーホールを２つとし、

ワンオンしなかった場合に、それぞれホールで

１，０００円の募金をすることに改められまし

た。

当日集まったチャリティー募金２６２，５０

０円と、キャンセルされた参加費２４，０００

円を合わせた、２８６，５００円を、社会福祉

協議会へご寄付いただきました。

いただいた寄付金は、町内の地域福祉事業に

活用させていただきます。

大変ありがとうございました。

赤
い
羽
根
共
同
募
金
は
、
一
人
ひ
と
り
が
助
け
合
い
、
支
え
あ
う
思
い
や
り
の
募

金
活
動
で
す
。

募
金
は
全
額
、
東
京
都
共
同
募
金
会
へ
送
金
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

町
民
皆
様
の
あ
た
た
か
い
ご
協
力
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

平成３０年度 赤い羽根共同募金集計表

自治会名 件 数 金 額 大 沢 17件 5,600円

川 井 125件 79,900円 日 原 31件 28,000円

大 丹 波 114件 70,374円 海 沢 109件 81,600円

梅 沢 40件 29,500円 境 40件 28,000円

丹 三 郎 65件 35,900円 中 山 24件 19,924円

小 丹 波 299件 122,900円 原 19件 13,500円

棚 沢 158件 100,200円 川 野 14件 13,500円

白 丸 39件 17,200円 留 浦 7件 7,500円

大 氷 川 121件 77,800円 峰 谷 29件 19,500円

常 磐 74件 53,500円 自治会合計 1,540件 946,498円

長 畑 59件 38,500円 窓口募金 4件 8,920円

南 氷 川 68件 47,000円
役場・社協
職 員

1件 5,349円

栃 久 保 88件 56,600円 合 計 1,545件 960,767円

↑左・小澤会長 右・実行委員長 清水武司 氏



平成３１年１月２５日 おくたま ふくし Ｎｏ．２０１( ９ )

平成３０年１０月２７日～２８日の２日間、登計原の奥多摩総合運動公園で開催され

た「第３３回奥多摩ふれあいまつり」にブースを出展いたしました。

今回は、前回と同様「高齢者疑似体験スーツ」を使用し、加齢による「視力・聴力の低

下」と「関節可動域の制限」を再現し、その状態で実際に杖を使用しながら歩行をしてい

ただき、高齢者が移動することの大変さを体験していただきました。

この２日間を通して多くの方に体験をしていただくことができました。

特に、小学生のお子様の体験希望者が多く、この体験を通じて高齢者福祉に興味をもっ

ていただければと感じました。

また、前回から出展で使用している「高齢者疑似体験スーツ」は、各学校・施設でも体

験学習や実習で使用していただけるよう、貸し出しもおこないますのでお問い合わせくだ

さい。

↑疑似体験スーツ装着の様子。両膝と両肘、

背中の動きを制限して高齢者の姿勢を体験し

ます。

↑日本語学校の生徒さんたちも体験。思うように動

かなくなっている状態に思わず苦笑い。

↑小学生の体験者。体の動きを制限される事の大変

さを実感されてました。

↑関節や背中の動きを制限されての歩行体験は高

齢者が移動をする時の大変さを体感できます。



平成３１年１月２５日 おくたま ふくし Ｎｏ．２０１( １０ )

高齢者在宅サービスセンターでは、毎週、月・水・金の夕食（弁当）を高齢者の方々へお届

けする「配食サービス」を実施しています。

現在、古里地区・氷川地区・小河内地区と全町にわたり、約６０名の方々にお弁当をお届け

しており、この配食サービスのボランティアさんを募集しています。

活動は週に１回でも構いませんので、ご協力をいただける活動がございましたら、よろしく

お願いいたします。

ボランティアの内容は次のようになっています。

○配達ボランティア

古里地区は古里駅前に、氷川地区・小河内地区は、高齢者在宅サービスセンターに集合して

いただき、利用者宅へお弁当を届けていただきます。（月・水・金の夕４時頃～５時頃）

○容器回収ボランティア

利用者宅からお弁当の容器（空）を回収していただき、高齢者在宅サービスセンターに１０

時頃までに届けていただきます。（火・木の朝8時30分頃～10時頃）

○容器洗いボランティア

高齢者在宅サービスセンターでお弁当容器を洗っ

ていただきます。

（火・木の朝9時30分頃～11時30分頃）

○盛り付けボランティア

高齢者在宅サービスセンターでお弁当の盛り付け

をしていただきます。

（月・水・金の夕3時頃～4時頃）

社会福祉協議会では、在宅で一時的に介護機器を必要とされる方に、無料の貸出しを行っ

ています。貸出し、回収の機器運搬は職員が行います。

また、貸出し期間は原則６ヶ月となっていますが、状況により期間の延長も可能となっ

ていますので、お気軽にご相談下さい。

貸出し機器等

介護ベッド

車いす

ポータブルトイレ

エアーマット

↑配食の日は温かい食事を届けてもらう時に交わす会

話が楽しみな方もいます。



平成３１年１月２５日 おくたま ふくし Ｎｏ．２０１( １１ )

社会福祉法人
奥多摩町社会福祉協議会
奥多摩町氷川199
（福祉会館１階）

電 話:(0428)83-3883
ＦＡＸ:(0428)83-2567
E-mail:borasen@okusyakyo.or.jp

開所時間

月曜日～金曜日

午前8時30分～

午後5時30分
ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ：http://www.okusyakyo.or.jp/borasen.htm

ボランティア保険は、年度途中に加入された方も補償期間は３月

３１日までとなり、４月から新たに保険の加入が必要となります。

現在、ボランティア保険に加入されている方は、継続の確認の文

書を２月上旬頃発送いたしますので、必要事項をご記入の上、「ボ

ランティア・センターおくたま」までご提出をお願いします。

ボランティア団体に登録されている方は、各団体の代表者に取り

まとめを依頼いたしますので、各代表者へご連絡して下さい。「ボ

ランティア・センターおくたま」にボランティア登録されている方

の保険料は、社会福祉協議会で負担いたします。

（Ａプラン ※年間保険料３００円コースに限る）

平成３０年度加入状況

団体(14) 247人

個 人 96人

合 計 343人

第４６回奥多摩町福祉大会において、ボランティ

ア団体等から推薦された４名の方々が、ボランティ

ア表彰を受賞されました。

今回の受賞は、５年以上継続してボランティア活

動を行い、その功績が顕著と認められたものです。

皆様のご尽力に敬意と感謝を申し上げます。感謝

状受賞者は、次の方々です。

栃久保ママさんクラブの会

増田 朝子 様・・・栃久保ママさんクラブの会員として、福祉バザーの模擬店、老
人福祉施設でのボランティア活動にご尽力されました。

奥多摩指圧奉仕会

市倉 澄代 様・・・奥多摩指圧奉仕会の会員として、福祉バザーの模擬店、老人福
祉施設でのボランティア活動にご尽力されました。

タンポポの会ボランティアグループ

原島 福枝 様・・・タンポポの会ボランティアグループの会員として、ボランティ
ア活動にご尽力されました。

竹内 和男 様・・・配食サービスの容器回収のボランティア活動に、ご尽力されま
した。

↓
表
彰
を
受
け
る
市
倉
澄
代
さ
ん(

右)



平成３１年１月２５日 おくたま ふくし Ｎｏ．２０１( １２ )

ボランティア養成事業の一環として開催された、各講習

会の全日程が修了しました。

【初級音訳ボランティア講座】

今年度新しく開催した初級音訳ボランティア養成講座は、

７人の受講生を迎え、全１０回の講座を行いました。

毎回、全員の発声・発音練習から始まる約２時間の講座

を、皆さんとても熱心に学んでいました。

来年度は音訳のさらなる理解を深めるため、中級の講座

を開催します。今回修了された方だけで無く、初めての方

でも受講できますので、多くの方のご参加をお待ちしてお

ります。

音訳・朗読の会ブライユ 理事長 平井任子さん、ご協力ありがとうございました。

【手話講習会】

手話講習会は、今年度は２４名の方々が受講され、全日程（全１５回）が修了しました。

初めて参加した方は、指文字や自己紹介、簡単なあいさつなどを学びました。

２回以上受講している方は講師の先生との日常会話が中心で、より実践的な内容を学びました。

講習会の最後に、一人ひとりが感想を手話で行い、皆さんとても上手に手話を披露していて驚

きました。

受講された皆さまには今後、手話ボランティアとして活躍していだければ幸いです。来年度も

計画したいと思いますので、多くの方のご参加をお待ちしております。

講師の片倉和彦さん、榎戸順子さん、中西美千代さん、ご協力ありがとうございました。

盛 田 正 輝 様 町 教 育 委 員 会 様 金 子 敏 子 様

町 観 光 課 様 清水土木建設 （ 株 ） 様 坂 村 マ サ ヱ 様

片 倉 徹 郎 様 小 河 内 振 興 財 団 様 都 民 の 森 様

町 総 務 課 様 岡 部 瑞 穂 様 古 里 保 育 園 様

奥 多 摩 霊 園 様 望 田 千 惠 子 様 双 葉 会 診 療 所 様

荒 井 勝 美 様 天 野 好 夫 様 寿 楽 荘 様

澤 本 和 容 様 栃久保マ マ さ ん ク ラ ブ 様 中 西 貞 男 様

か も ん み ～ る 様 奥 多 摩 ス キ ー ク ラ ブ 様 匿 名 ４ 件

↑
手
話
講
習
会
の
講
師
と
受
講
生
の
皆
さ
ん

～サークル等の活動も行っています～

〇「奥多摩指圧奉仕会」

活動日時：毎月第２月曜日 午前１０時

〇「点字サークル てん点」

活動日時：毎月第２水曜日 午後７時

※２月は休み

〇「手話サークル もみじ」

活動日時：毎月第３木曜日 午後７時

会場：いずれも福祉会館ボランティア室

指圧、点字、手話に興味がある方、入会してみま

せんか？ 見学だけでもお気軽にどうぞ！

↑音訳ボランティア講座の講師と受講生の皆さん


